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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、アポトーシスによって特異的に誘導されるサイトカインであり、血管新生、炎症、および創傷治癒の制御に関与しています。このサイトカインの放出により、腫瘍関連血管系は腫瘍壊死因子に対する感受性を高めます。前駆体タンパク質は、マルチtRNA合成酵素複合体に関連するp43サブユニットと同一であり、正常細胞におけるtRNA合成酵素のアミノアシル化活性を調節します。このタンパク質は、腫瘍細胞におけるタンパク質分解後の炎症反応の刺激にも関与しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。 20番染色体上に偽遺伝子が同定されました。[RefSeq提供、2008年12月]、血管新生、血管の発達、内皮細胞増殖の調節、内皮細胞増殖の負の調節、血管の発達、単糖代謝過程、グルコース代謝過程、tRNA代謝過程、翻訳、タンパク質翻訳のためのtRNAアミノアシル化、アポトーシス、細胞運動、走化性、防御反応、炎症反応、細胞接着、細胞間シグナル伝達、行動、運動行動、細胞死、細胞増殖の負の調節、創傷への反応、プログラム細胞死、死、細胞遊走、ヘキソース代謝過程、生物学的接着、ncRNA代謝過程、細胞増殖の調節、走化性、アミノ酸活性化、tRNAアミノアシル化、血管形態形成、細胞運動性、白血球遊走、細胞の局在
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	EMAP IIポリクローナル抗体を用いたKB細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
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